
この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

セキュリティボックス付きiPadスタンド(CR-LASTIP13)組立説明書

完成図

★用意していただくもの・・・・・プラスドライバー、
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）

ボックス×1個

ベース×1個

ポールカバー×1個

樹脂ワッシャー
（半透明白色）×1個

樹脂ワッシャー
（保護フィルムをはがして
使用してください）

ノブボルト×1個

コーナーパッド
（iPad Air用）×4個

iPad Air2用パッド×4枚

iPad Air2用パッド

iPad Air iPad Air2

コーナーパッド
（iPad 2～4用）×4個

コンクリートアンカー×3個

プロテクトボタン
×1個

ワッシャー×2個

ワッシャー

ワッシャー

スペーサー
×2個

スペーサー

スペーサー

ポール×1個

ベースにポールを取付けます。1組立て部品

総耐荷重 1.0kg
六角レンチ×1本

トルクスレンチ×1本

鍵×2個

ベース

ポール

ポールカバー

ボルトB

ボックスを取付けます。2

ボックス

ノブボルト
ボルトA

トルクスレンチ

ボックスを開け、コーナーパッドを設置します。3

ポール

使用ボルト

ボルトA×3本〔M5×8〕

ボルトB×3本〔M6×20〕

ボルトC×3本〔6.3×55〕

ボルトA×3本〔M5×8〕

使用ボルト

使用ボルト

ボルトB×3本〔M6×20〕
C
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E F

iPad 2～4は文字表示の無いコーナーパッド
を使います。
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iPad Air用は「C、D、E、F」の文字が表示されて
います。
iPad Air2の場合は、iPad Air用コーナーパッド
それぞれにiPad Air2用パッドを貼付けて使用し
ます。

ボックス

コーナーパッド

図の位置にコーナーパッドを置きます。



ポール

BH/AF/RKDaSz

ケーブルを通し、iPadを乗せます。4 フタを閉めて施錠して
完成です。6

※ボックスの向きを90°回転させることができます。 ●耐荷重以上の物は取付けないでください。
●対応機種以外の機器は取付けないでください。
●機器を取付けたまま本製品を移動させないでください。
●可動部に手足などを挟まないように注意してください。
●必ず屋内の平坦で安定した場所で使用してください。
●ぐらつきがある状態で使用しないでください。また、ボック
スが不安定な角度で使用しないでください。

●用途以外で使用しないでください。
●部品が外れたままで使用しないでください。
●ボルト・ネジ類がゆるんだまま使用しないでください。
●本製品を分解・修理・加工・改造はしないでください。
●本製品に強い振動や衝撃、無理な力を与えないでください。
●本製品を高温・多湿となる場所や、ほこりや静電気、油煙の
多い場所で使用・保管しないでください。

●本製品を水などの液体で濡らさないでください。また、濡れ
た手で触れないでください。

●お子様には本製品や付属品を触れさせないでください。
●本製品のお手入れをする場合には、ベンジンやシンナーな
どの揮発性有機溶剤が含まれているものは使用しないでく
ださい。

●本製品の故障、またはその使用によって生じた事故や直接、
間接の損害については弊社はその責を負わないものとしま
す。あらかじめご了承ください。

使用上の注意各部の調整

①ケーブルをボックスの
　手前の穴に通します。

※ポールの裏側下の穴からポールの中を
　通すこともできます。

②iPadをボックスに乗せてケーブルを
　取付けます。

床に固定する場合。7
③コンクリートアンカーを下穴に差込みます。
④ボルトで床に固定します。

※木製の床の場合はコンクリートアンカーは使用しません。
　長さ15mmのボルトを別途購入し固定してください。

※床の構造は多様です、所有者に確認して適切な方法で固定
　してください。
　また、所有者の許可のもとに作業してください。

ホームボタンの設定をします。5
①ホームボタンを使う場合。
　ボックスに付いているソフトタイプのボタンを
　そのまま使用してください。

②ホームボタンを使用できなくする場合。
　プロテクトボタンと交換して
　ください。

※黒色で堅い樹脂製の
　ボタンです。

プロテクトボタン

使用ボルト

ボルトC×3本〔6.3×55〕

※半透明白色で柔らかい
　ボタンです。

ボルトC

ノブボルト

①ノブボルトを回しゆるめます。

②ボックスを矢印の方向に回転させます。

③ノブボルトを逆に回し締めます。

ボックス

コンクリート
アンカー

ベース

ベース

ボックス

ボックス ボックス

●コンクリートの床の場合
①設置する場所にベースを置いて
　穴を開ける位置に印を付けます。

ドリル

鉛筆などで印をつけます

②ドリルを使い、あらかじめ
　床に印をつけた3カ所に直径
　10mm、深さ約55mm～
　60mmの下穴をあけます。

ボタンが下図のように変わります。

①ボタンを押し込んで施錠します。

ボタン

②施錠されているかどうか確認します。


